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めの時間が物理的に足りない」という問題点を抱えつつも、少なくとも 1 年ないしは 2 年のピアノ指
導が行われることが多い。ところが、本学は通信課程の保育者養成であるため、音楽のような実技系




























O 短期大学幼児教育学科通信教育課程一年次に在籍する学生のうち、筆者が 4 日間のスクーリング
授業「音楽表現Ⅰ」で担当した 35 名（男女内訳：男子学生 6 名、女子学生 29 名）。倫理的配慮とし
て、事前に対象学生へ研究の趣旨を説明し、調査協力への同意を得た。 
なお、調査対象者 35 名のピアノ経験歴内訳人数は表 1 のとおりである。 
表 1 ピアノ経験歴内訳 
ピアノ経験歴区分 人数 割合 
入学前経験なし 9 26% 
1 年未満 4 11% 
1～3 年 13 37% 
3 年以上（平均年数は 5 年） 9 26% 
 
2．調査期間 
2016 年 6 月～10 月 
 
3．分析方法 






分析方法は、まず、振り返りシート全 4 日分の記述から、学生が今回の授業の中でどのようなことに 
難しさを感じていたのかを項目ごとに集計した。結果、問 1 では、既述のように約 7 割の回答において、
ピアノ弾き歌いに対する難しさをあげていた（表 2）。そこで、問 1 の回答データより「ピアノ弾き歌
い」に関するデータを絞って、福士・名郷（2011）らが用いた方法に倣って分析を行った（４）。同様に、
問 2 の回答についても、ピアノ弾き歌いに関する記述データに絞って分析を行った。 
福士らの手法とは、大谷が考案した質的分析法 SCAT（Steps for Coding and Theorization）※3を一 
部改変しておこなったものである。大谷（2007）は、SCAT がアンケート調査の自由記述欄のように限
られた質的データでも分析可能であると述べ、特に、回収した記述データに 1～2 行程度の短い言語デ
ータが多数ある場合、福士・名郷（2011）の SCAT の活用が有効であると紹介している（５）。 
福士らは、アンケートの自由記述部を分析する際、回答の中には箇条書きのような小さなデータも含
まれる可能性が高く、それら一つ一つのデータに SCAT の分析で行われる文脈を踏まえた言い換えが困



















まず、問 1 の「難しさ」としてあげられた授業内容を日別に集計したのが表 2 である。各日とも弾












倣って分析を行った結果が表 3 のとおりである。なお、以下よりテキストデータは「  」、グループ
は＜  ＞、概念は【  】内で示す。 
ピアノ弾き歌いに対する難しさは、【同時並行作業】【音楽的技術】【課題の習熟】【メンタルが及ぼ





































1 日目 35             1 
2 日目 34 1       2   4 
3 日目 20 5 14   1       
4 日目 24   1 5     16   



































































＜コード使用＞ 「自分でコードを付けることが難しい」「コードをおさえること」 12 






































「授業後の学習に対する意識」の回答データ数全 164 の内、弾き歌いに関するテキストデータは 153
あった。それらデータを、問 1 と同様に分析した結果が表 4 である。 
弾き歌いに関する授業後の学習に対する意識は、【学習方法】【音楽的技術】【精神力】【保育者として



































































































 問 1、問 2 の分析結果から、学生が授業で直面した難しさと、授業後の学習に対する意識について
の関係をまとめたものが表 5 である。 




【メンタルが及ぼす影響】 【精神力】  
【保育者としての演奏技術】 【保育者としての実践力】 
【同時並行作業】 ？  











































































関するものでは、宮脇長谷子（2001）「保育者養成におけるピアノ指導の現状と課題－－養成校へ   
のアンケート調査を通して－－」静岡県立大学短期大学部研究紀要 15-W,pp.1-10 や、中村礼香
（2017）「保育者養成校におけるピアノに関する意識調査」鹿児島女子短期大学紀要第 62 号，  
pp.103-108、教授法では、吉村（2014）「保育者養成におけるピアノ初心者に対する指導」、吉村   
他（2015）「保育者養成におけるピアノ指導について－自己効力感に着目して－」、吉村他（2016） 
「自己効力感を高めるピアノ指導の検討－目標シート活用の試み－」が参考になった(以上、吉村氏 
の 3 つの論文は引用文献を参照)。また、教材研究では、奥千恵子（2014）「保育者養成と演奏技 
法（Ⅲ）－保育指導としてのピアノ導入教材についての試み－」四天王寺大学紀要第 58 号， 
pp.243-259 が、これまでのバイエル教本に関する賛否についても触れながら、保育者養成に適し 
た教材について論考しており参考になった。学習支援については、平山裕基（2017）「保育者養成 
におけるピアノ弾き歌い学習支援の検討」音楽文化教育学研究紀要 XXIX，pp.55-61 が参考とな 
った。 
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 本稿は、日本保育学会第 71 回大会でポスター発表した内容に加筆修正を加えたものである。 
 
